
 

会は圧電  

二
〇
二
四
年
度
高
知
県
予
算
編
成
へ
の
要
望 

 

十
二
月
二
六
日
日
本
共
産
党
高
知
県
委
員
会
と
県
議
団
の
連
名
で
九
十

項
目
に
わ
た
る
予
算
要
望
を
行
い
ま
し
た
。（
副
知
事
が
対
応
） 

「
主
な
予
算
要
望
」 

・
子
供
の
医
療
費
の
無
料
化
を
県
と
し
て
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る

事
。
併
せ
て
学
校
給
食
費
を
無
料
化
す
る
事
。 

・
資
材
、
肥
料
、
飼
料
な
ど
一
次
産
業
の
必
要
経
費
へ
の
補
助
、
重
点

作
物
へ
の
支
援
金
、
新
規
就
農
、
就
業
者
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ

と
。
中
山
間
地
域
な
ど
家
族
農
業
、
子
規
模
農
業
へ
の
支
援
を
強
め

る
事 

・
県
版
学
力
テ
ス
ト
は
廃
止
す
る
事
。 

・
高
知
県
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る
事
。
又
、
同

制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
と
の
相
互
利
用
連
携
を
強
め
る
事
。 

・
防
衛
省
等
が
進
め
る
県
内
港
湾
の
「
特
定
重
要
拠
点
」
整
備
に
つ
い

て
、
県
の
港
湾
、
空
港
は
、
商
業
な
ど
平
和
の
為
に
使
う
原
則
を
順

守
す
る
事
。 

・
高
知
県
で
開
催
予
定
の
第
四
一
回
国
民
文
化
祭
を
契
機
に
、
地
域
の

伝
統
的
な
祭
り
、
行
事
な
ど
を
維
持
、
保
存
す
る
た
め
人
材
育
成
、

団
体
へ
の
支
援
を
通
じ
、
後
世
に
高
知
の
豊
か
な
地
域
文
化
を
継
承

す
る
事
。 

２０２４年（辰）平和な社会を作りましょう 
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和
也
の
近
況 

十
二
月
二
七
日
、
十
二
月
定
例
議
会
閉

会
。
私
達
六
人
の
日
本
共
産
党
県
議
団
は

「
高
知
県
国
民
健
康
保
険
法
施
行
条
例
の

一
部
改
定
案
」
に
つ
い
て
、
今
後
四
万
十

市
な
ど
は
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
に
通
じ

る
こ
と
で
反
対
し
ま
し
た
。 

二
〇
二
四
年
は
世
界
の
み
ん
な
が
平
和

で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
様
に
切
実
に
願
っ
て

ま
す
。
皆
さ
ん
良
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

金
権
腐
敗
政
治
を
許
さ
な
い 

今
議
会
で
私
達
日
本
共
産
党
県
議
団
は
「
政
治
資
金
規
正
法
の
抜
本

的
改
正
を
求
め
る
」
意
見
書
を
提
出
、
私
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

・
自
由
民
主
党
の
主
要
五
派
閥
が
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
販
売

ノ
ル
マ
超
過
分
を
所
属
議
員
に
還
流
（
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
）
さ
せ
収
支

報
告
書
に
記
載
し
な
か
っ
た
。
疑
惑
の
根
は
深
い
。
今
回
赤
旗
日
曜

版
が
き
っ
か
け
で
刑
事
告
発
を
起
こ
し
た
上
脇
教
授
は
「
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
も
実
質
寄
付
で
あ
り
止
め
る
べ
き
」
と
強
調
。 

（副知事に予算要望書を渡しています。左が私です） 

 


